
 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 4月 16日熊本県熊本地方の地震の評価 

 

 

○  4月 16日 01時 25分に熊本県熊本地方の深さ約 10kmでマグニチュード(M)7.3（暫定値）

の地震が発生した。この地震により熊本県で最大震度６強を観測し、被害を生じた。こ

の地方では、4 月 14 日 21 時 26 分に深さ約 10km で M6.5（暫定値）の地震が発生し、熊

本県で最大震度７を観測していた。地震活動は活発であり、北東－南西方向に延びる長

さ約 30kmの領域の他、その延長の熊本県阿蘇地方や大分県などの周辺域で発生している。 

 

○  この地震の発震機構は南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で、地殻内の浅い地震で

ある。この地震の余震分布と発震機構から推定される震源断層は、北東－南西方向に延

びる右横ずれ断層であった。 

 

○ この地震に伴い、熊本県内の KiK-net 益城観測点で 1362gal(三成分合成)など、大きな

加速度を観測した。 

 

○ ＧＮＳＳ観測の結果によると、この地震の発生に伴って、熊本県内の長陽観測点が南西

方向に約 97cm（暫定値）移動するなどの地殻変動が観測されている。 

 

○  この震源域付近には布田川断層帯が存在している。現地調査の結果によると、布田川

断層帯の布田川区間沿いなどで地表地震断層が見つかっている。この地震は、主に布田

川断層帯の布田川区間の活動によると考えられる。地震調査委員会は布田川断層帯(布田

川区間)について、活動時に M7.0 程度の地震が発生する可能性があり、30 年以内の地震

発生確率はほぼ 0%～0.9%(やや高い)と評価していた。なお、布田川断層帯を含む九州中

部の区域では、Ｍ6.8以上の地震の発生確率は 18-27％と評価していた。 
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